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第8回 結婚の自由をすべての人に 

－同性婚と同性パートナーシップ制度を知る－ 
 

日時 2022年 6月 17日（金）13:30～15:00 

場所 オンライン（参加 97 名） 

動画 https://youtu.be/07FIihWvkHU 

講師 橋本竜二さん 

坂田麻智さん、テレサ・スティーガーさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【橋本】皆さんこんにちは。橋本竜二と申します。

龍谷大学文学部の哲学科教育学専攻を卒業して、今

３２歳です。卒業論文のテーマが『男性同性愛者の

実際』でした。その頃そういうテーマで論文を書く

人っていうのは周りを見渡しても誰もいなくて、こ

のテーマを扱っただけで自動的にカミングアウトに

なってしまうみたいな、そんな時代でした。でもそ

れから１０年以上経った今、このテーマを卒論にす

る人が本当に多いそうですね。社会の変化をひしひ

しと感じます。そして今日これだけの方が関心を持

って参加してくださっていることに、卒業生として

すごく心強いですし嬉しいなと思います。龍谷大学

も性の多様性に関するいろんな取り組みをされてい

ますし、社会でも同性パートナーシップや同性婚の

訴訟などいろいろな動きがあります。これって勝手

に社会が変わっていっている訳ではなくて、動かそ

うとしている人たちがいるんだということも知って

もらえると嬉しいです。 

 

それでは、「結婚の自由をすべての人に －同性婚

と同性パートナーシップ制度を知る－」というテー

マで進めていきます。最終的に、現在の日本の社会

がこういう状況なんだということを知っていただい

て、今日からできることを一緒に考えていけたらな

って思います。たとえばそんな大それたことじゃな

くても、「彼氏彼女」っていうのをやめて「恋人」と

言ってみるとか「パートナー」って言ってみようと

か、一人ひとりがこの社会を変えるためにできるこ

とを一緒に考えていけたらなと思っています。 

 

最初に、基本的なところからおさらいしたいと思

います。性のあり方っていうのは本当にいろいろで

す。代表的なあり方の頭文字を取ってＬＧＢＴＱと

いう言葉が広く使われていますね。Ｌはレズビアン

で女性として女性を好きになる人のことです。Ｇは

ゲイ、男性として男性を好きになる、私はそれに当

てはまります。Ｂはバイセクシュアル。バイセクシ

ュアルは異性も同性もどちらのことも好きになるこ

とがある人のことを言います。Ｔ、トランスジェン

ダー。おぎゃあって生まれた時に「女の子ですね、

男の子ですね」って言われる性別と、自分が生きた

いと思う性別が一致しなかったり、違和を感じたり

している人のことをトランスジェンダーと広く呼ん

でいます。Ｑはクエスチョニングとかクィアとかい

ろんな言葉が当てはめられるんですが、分からない

とか決めてないとか、別に決めようとも思ってない

性のあり方を広くクエスチョニングと呼んでいます。

さらに今の言葉で全て説明し切っているわけではな

くて、Ｘジェンダーとかアセクシュアルとか、ノン

バイナリーとかパンセクシュアルとか、いろんな性

のあり方があります。ですから、異性を好きになる

のが当たり前だよねっていう話をしてしまうと、ど

こかで傷ついている人がいるかもしれないというこ

とです。なお、レズビアンをレズっていう言葉で呼

ばれることがありますが、レズビアンの人からする

と「それってポルノの話しをしているの？」って感
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じてしまうことがあります。同じようにバイセクシ

ュアルを「バイ」と呼ぶことも、私は略して言わな

いようにしています。ちなみにバイセクシュアルに

ついて、私はわざと「どちらも好きになることがあ

る」と説明するようにしています。「両方いけるから

得やね」みたいな文脈で説明されると良くないと思

っているからです。 

 

６月はプライド月間と言われています。１９６９

年６月２８日に、ニューヨークのストーンウォール

というゲイバーで、警察の不当な弾圧に対して、同

性愛者たちが反乱を起こした。それを契機に世界の

あちこちでプライドパレードが開催されるようにな

りました。その際に使われるシンボルが６色のレイ

ンボーの旗です。最近は街中でもこの６色の虹色フ

ラッグが増えていますね。京都でも大丸さんがプラ

イド月間にあわせてレインボーフラッグをたくさん

飾っておられますし、新京極とかを歩くと、小さな

フラッグがたくさん掲げられています。やっぱ嬉し

いですね。ちょっと前までだったら、「あまり表沙汰

にせんといてくれ」、「どうしようばれたらどうしよ

う」みたいな気持ちがあったのも正直なところなん

ですけど、最近は嬉しい気持ちが大きいです。写真

展なんかもやっているみたいなので是非皆さんも足

を運んでみてください。 

もし、レインボーフラッグを見かけて、それが６

色だったら、そこには意味が込められている、意図

を持って掲げているということだと思ってください。 

 

（ここで動画視聴） 

 

性別を変更するために２００３年に成立した性同

一性障害特例法という法律があります。性別を変え

ることって簡単なことではありません。日本で性別

を変えようと思うと性別適合手術が絶対に必要にな

ります。例えば、「生殖腺がないこと」という条件が

あるのですが、手術で子宮だったり卵巣だったりを

取らないといけないのです。そして現に婚姻してい

ないとか、その他いろいろな厳しい条件をクリアし

ないことには性別を変えることはできません。いま

全国で Marriage for All Japan「結婚の自由をすべ

ての人に」という裁判がおこなわれています。札幌、

東京、名古屋、大阪、福岡の各地裁で同性を含むす

べての人の結婚を求める裁判がおこなわれています。

一度、ホームページなどを検索していただきたいと

思います。検索するだけでも応援になります。 

私は、今、就労支援の仕事をする傍ら滋賀県で「に

じいろ Biwako」というＮＰＯの立ち上げを進めてい

ます。もともと、住宅営業や不動産関係の仕事をし

ていたのですが、僕がゲイだということで、仕事を

する中でいろいろと嫌なことがあったんですね。そ

れで、やっぱり自分のことをやりたいなと思って「虹

色ダイバーシティ」というＮＰＯを見つけ、エント

リーシートを出して採用してもらい、そこで働いて

いました。その時に、麻智さんとテレサさんが虹色

ダイバーシティの理事・監事をされていたことから、

お二人と仲良くしていただいています。 

それでは、自己紹介をお願いします。 

 

【テレサ】こんにちは。私は１９８３年にアメリカ

で生まれました。オレゴン大学を卒業し、最初は英

語講師として日本に来ました。今は教育関係の教材

を開発したり編集したりする仕事をしています。パ

ートナーの麻智とは、付き合って１４年で、麻智と

犬のロージーと一緒に暮らしています。ずっと子育

てしたいなと思っていたのですが、いま妊娠８か月

で８月に子どもが生まれます。麻智と一緒に「結婚

の自由をすべての人に訴訟」の原告となっています。 

 

【麻智】皆さんこんにちは。坂田麻智と申します。

１９７９年生まれ、愛媛県出身です。高校を卒業し

てアメリカに留学をし、２００３年に日本に戻って

きまして日系の電機メーカーに勤めています。会社

では財務、その後海外マーケティング、そして今は

調達部門で働いています。性的マイノリティの当事

者として、これまでの海外とか大手企業での経験を

生かしつつ、いろんな支援活動等に関わらせていた

だいています。先ほどテレサからも発言があった通

り、全国で起こしている「結婚の自由をすべての人

に訴訟」、通称「同性婚裁判」と言われていますけれ

ども、この裁判の関西原告をテレサと一緒にやって

います。６月２０日、まさに来週の月曜日に大阪地

裁で判決が出るというところで、今まさに私達ドキ

ドキしながら判決の結果を待っているところです。

もし、皆さんお時間あれば（ないと思いますけど）

（笑）、是非、大阪地裁まで足を運んでいただけたら

嬉しいなと思いますし、夕方にはオンラインの報告

会もありますので、それを視聴していただけたらな

と思っています。 

 

【橋本】ここからはみんなで喋っていけたらなと思

います。ラジオのライブっぽく私からテレサさんと

麻智さんに質問を投げかけていこうと思います。 

 

先ほど、お二人は付き合って１４年というお話で

したが、今は一緒に住んでおられるんですか。 

 

【麻智・テレサ】はい、京都の古い町家を購入しま

して、ちょっとリノベーションして住んでいます。 
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【橋本】例えば同性カップルだと、住宅ローンの問

題とかありますよね、リフォームローンを２人で組

めるのかとか。そのあたりはどうでしたか？ 

 

【麻智・テレサ】共同ローンは、最近、使えるとこ

ろが増えたようですけど、私たちが家を買った当時

はできませんでしたね。やはり同性カップルだって

いうことで、二人の関係を証明するものが何もなく

て共同ローンは難しかったです。購入でも賃貸でも、

一緒に住みたくて家を探しているカップルも多いと

思うんですよね。ところが大家さん次第みたいなと

ころがあって、大家さんがオッケーだったらいいけ

ど、戸籍上の家族じゃないと駄目っていう大家さん

もいる。今でも住むところがなかなか見つからない

っていう話は同性カップルの方から聞いています。 

 

【橋本】そこはしんどいところですよね。渋谷区・

世田谷区の同性パートナーシップの制度が始まった

のが２０１５年、それ以降そういう言葉がどんどん

どんどんメディアに露出するようになっている状況

があります。パートナーシップ制度のおかげで金融

機関の住宅ローンが借りられるようになったりして

います。ところがパートナーシップ制度って全ての

自治体にあるわけではないんですよね。そして企業

が絶対に対応しなければならないというわけではな

いし罰則もありませんから、必ず恩恵を得られるか

というと、まあ正直なかなか難しいところがありま

す。 

 

【麻智・テレサ】ただ、ここが誤解されやすいとこ

ろなのですが、結婚できなくても、同性パートナー

シップ制度があればいいんじゃないの？って思って

おられる方もいらっしゃるかもしれないですけど、

パートナーシップ制度って法的効力が一切無いんで

す。ですから、私とテレサは国際カップルですけど、

パートナーシップ登録したからテレサが配偶者ビザ

取れますかって言ったらそれは国のルールになっち

ゃうので、同性婚が認められない限り無理なんです。

あるいは仮に私が死んだときにテレサに相続権あり

ますかって言ったらないですよね。それはパートナ

ーシップに登録しているかどうかは一切関係なくて、

法的に繋がっているか繋がっていないか、結婚して

いるかしていないかっていうところなんです。だか

ら、結婚の自由をすべての人に認めないと何の解決

にもならないんです。同性パートナーシップ制度は、

現時点で行政にできることをやっていてくださって

いるのだと思います。だから市営住宅などにその証

明書があれば入居できるとか、病院にパートナーシ

ップですよって証明書を持っていったときに、まあ

病院にもよりますが、家族として認めてくれて病状

の説明とかもしてくれるってことはあるかもしれな

いですけど、病院から「親族として認めません」っ

て言われたら、病室にも入れなかったり、最期に立

ち会えなかったり、お葬式に出られなかったりする

んです。同性パートナーシップ制度は、行政がやっ

てくださっている最大限の対応だと思うし本当にあ

りがたいんですけど、法的意味合いは何もないので、

それだけでは不十分だというのが実態ですね。 

 

【橋本】麻智さんとテレサさんは、京都市の同性パ

ートナーシップ制度は利用していますか？ 

 

【麻智・テレサ】宣言はしまして、カードはもらい

ましたけど、そのカードを今まで一度も使ったこと

はないです。映画館でカップル割とかペア割とか、

携帯電話の契約で家族割とか使えるはずですけど。

それこそ女性二人が「私たちカップルなんですよ」

とか、男性二人が映画を見に行って「私たちカップ

ルなんです」ってカードを見せるのは勇気がいるこ

とだと思いますね。今、人口カバー率５０％の自治

体で何らかの同性パートナーシップ制度が実施され

ていていますが、まだまだ、そのカードを提示して

「私たちカップルです」っていうのはハードルが高

いような気がしますね。カードを提示された店員側

からすると、その店員がパートナーシップ制度を知

らなくて、え？なにこれ？ ちょっと店長に聞いて

みます、みたいな。なんか大事件になるような、ち

ょっとえらい人でてきそうですよね。 

 

【橋本】今の家に住んで８～９年っておっしゃいま

したけど、近所付き合いとかどうですか？ 

 

【麻智・テレサ】最初に引っ越してきた時は何も説

明していなかったので、みんなどう思っているのか

分からないままでした。結構町内会活動とかもある

し、実は今、私、町内会長なんですけど、特に戸建

てだと皆さん地域活動も非常に活発にされていて、

夏になると近所の小学校で夏祭りがあったり、秋に

なると運動会があったり、そういう行事がちゃんと

残っています。すごく近所付き合いが濃いところで、

しかも周りの方達が７０歳を超えておられるような

高齢の方ばかりなので、なかなか言い出せなかった

です。言い出すタイミングって難しいし、わざわざ

話を切り出すのも変だし、ちょっと悩んではいたん

ですけど、ちょうど、京都新聞さんか取材をしてく

ださって「多様な家族」というテーマで掲載してく

ださったんですよ。皆さんそれで記事を読んでくれ

て「あーそうだったんだね」って。「気づいていたよ」

って言ってくれました。ただ中には「俺は理解出来

へんわ」とかって言っていた方もいらっしゃいまし
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たけど、皆さんどちらかと言うと否定的な受け止め

はなくって、むしろすごく応援をしてくださってい

ます。すごく大事だなって思うのが、皆さん私たち

が来るまでは、ＬＧＢＴＱとかって、すごく遠い存

在だったと思うんですよ。周りにいないし接点もな

い。でも、近所づきあいをすることで一気に距離が

縮まった。身近な存在になったんですよね。高齢の

世代の人でも受け入れてくれたら本当にちゃんと受

け入れてくださるというか、だから身近な存在にな

るっていうことはとても大事なことなんだなって、

強く感じています。 

 

【橋本】おっしゃる通りで、身近に感じることがで

きたら差別意識とか偏見とか同性愛者とか、セクシ

ュアルマイノリティに課せられたスティグマとか、

そういう負の烙印みたいなのはどんどん薄まってい

くのかなって思います。 

もうあっという間に３０分経ってしまいました。

札幌地裁の判決の内容を簡単に教えてもらえますか。 

 

【麻智・テレサ】札幌地裁では「法の下の平等に反

する」という判決が出ています。だから今の法律は

「法の下の平等に反する」、同性婚を認めないことは

反します、違憲ですという判決になっています。た

だもう一つ、私たちが求めている「法律を整備しな

いのは国の立法不作為じゃないか」という主張は認

められませんでした。札幌の訴訟は部分的な違憲判

決が出ただけなので、裁判自体は敗訴なんですけど、

私達としては実質的には勝訴だと捉えています。 

 

【橋本】あのニュースが流れた時、むちゃくちゃ感

動しました。 

 

【麻智・テレサ】同性婚を認めていないのが差別だ

っていうことを、初めて国内で判断されたので、す

ごく嬉しかったです。札幌の判決の中でも言ってい

ますけど、自分たちで変えられない、同性愛者であ

ることは自分たちでは変えられない。そのことに対

して、法的効果の一部ですらも享受できていないと

いう今の状態は、違憲ですよということなのです。 

 

【橋本】判決文すごく良かったですよね。 

 

【麻智・テレサ】好きになる性別の違いだけで、そ

れによって、できるできないの区別をされるという

ことは、心からこれは差別だって思うんです。これ

まで、当事者が頑張って声を上げてきたけれどもな

かなか届かなかった。だけど今回ようやく、それは

「本当に明確に差別なんですよ、差別的取扱いをし

ていますよ」っていうところを裁判所が言ってくれ

たことに大きな意味があると思っています。そのこ

とで多くの方が「やっぱりこれは差別だよね、ちゃ

んとしないといけないよね」って意識を少しでも変

えられたんじゃないのかなと思うので、大きな意味

があったなと思っています。 

 

【橋本】今日９０人近くの将来法律に関わって行く

かもしれない人たちがこれを聞いてくれておるわけ

です。ですから凄く良い機会を頂けたなって感謝し

ています。 ちなみに私は、今日、台湾のレインボ

ーパレードのシャツを着てきました。台湾は、東ア

ジア地域で唯一同性婚が認められています。日本も

続いてほしいなと思っているのですが、では、なぜ

日本では、同性婚がダメなのでしょう。 

 

【麻智・テレサ】想定していないっていう風に、国

は反論しているんですけど、本当に話がかみ合わな

くって、こっちは裁判で目の前に立っていて、まさ

にここにいるのに、想定していないっていう答えし

か返ってこないのが、本当に、ぐるぐるぐるぐる何

も解決できなさそうな感じになっていますね。 

考えられるデメリットとか何だろうなと思ってし

まいます。ハッピーな人増えるだけですもんね。絶

対に経済効果もあるし、使いたい人は使えばいいし、

使いたくない人は使わなかったらいい。今はそれす

らもない、選択肢すらないですね。 

 

【橋本】ここからは皆さんから質問を受けたいと思

います。 

 

【質問】テレサさんと麻智さんはアメリカでは夫婦

として認められているんですよね。それなのに日本

では認めないというのはおかしくないですか？ 

 

【テレサ】そうなんです。２０１５年にアメリカで

二人で結婚しました。アメリカの法律で同性婚がＯ

Ｋになったので、じゃあそっちでも結婚しようって

なって。でもアメリカで結婚したといっても、今は

日本に住んでいますから、アメリカの結婚証明書は

日本では何も効力がないんです。まあ向こうで結婚

したね、っていう気持ちぐらいです。 

今、同性も結婚できる国がすごく増えているのに、

それすら認めない日本の法律の問題で、国際カップ

ルのビザの問題とか、これから生まれてくる子ども

の問題とかがあります。男女の国際カップルの子ど

もだと２２歳までは自動的にダブル国籍が取れるん

ですね。だけど、私たちの場合は、私（テレサ）が

出産するので、日本国籍は取れなくて、アメリカ国

籍しか取れません。だから親権も私にしかない。私

たちが国際カップルで、アメリカで結婚できるよう
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になったから向こうで結婚しただけで、何の問題解

決にも全然ならないです。 

 

【質問者】龍谷大学も海外から来られている先生も

多いし、留学生もいるし同性カップルの人が来られ

た時に、じゃあ私達はどうしたらいいのかなってい

うところ。単なるパートナーシップだけでは全く足

りないということなので、やっぱり何とか法律的な

ところでフォローしてくれないと困るなという風に

感じました。 

 

【麻智・テレサ】結局そこをちゃんと整備してもら

わないと、っていうところですね。大学も企業も従

業員を平等に扱うってことは当たり前のことで、同

性パートナーシップ制度や会社の福利厚生が見直さ

れることはすごくありがたいですけど、やっぱり今

の法律では結婚できないので早く変えていただきた

いなって持っています。 

 

【質問】国が裁判で負けちゃうと、今まで差別発言

してきた議員さんが裁判沙汰になると困るから認め

ないだろうなって妄想しています。 

 

【橋本】確かにね、もう恐ろしいぐらい差別発言あ

りますもんね。例えば子どもをもうけないから生産

性がないって言った国会議員もいますが、同性結婚

とは関係ないかな、ＬＧＢＴそのものを生産性がな

いって言って差別をしているので普通にあかん。 

 

【麻智・テレサ】まさにヘイトスピーチですね。よ

く同性婚で少子化になるとかっていう意見もありま

すけど、いやいやここにいますしね。同性婚ができ

る国で少子化になったという国のデータは一つもな

いはずです。だから逆に、少子化を止めたいんなら

もっと色んな多様な家族を認めるべきだし、もっと

増やしたいのならたら同性婚を認めたほうがいいよ、

って思います。 

 

【橋本】地方自治体がやっているような里親制度っ

ていうのは異性間に限らず使えるようにはなってき

ているんですけど、特別養子縁組はできなくて、男

女に限られるんですよね。その辺も国の法律が絡ん

でいるし、私たちは望んでもそれ以上のことはでき

ないっていう現状があるのかなと思います。 

 

【質問】もう一つチャットが来ました。プライド月

間のお話の中で、初めは表沙汰にしたくないと感じ

ていたが、年々嬉しいと感じるようになったとおっ

しゃっていましたが、そう感じるきっかけが何かあ

ったのでしょうか。 

【橋本】はい、虹色ダイバーシティっていうＮＰＯ

で働き始めてからオープンに活動をするようになっ

ていったのがきっかけになっているのかな。それま

ではかなりクローゼットで、自分のことをカミング

アウトせずに黙っていた部分があったので、オープ

ンに活動するようになってからは、これは嬉しいっ

て思っていいことなんだって感じられるようになっ

ていったっていうのが正確かな。 

 

【麻智・テレサ】何となくなんかその感覚わかりま

す。なんかちょっとこっ恥ずかしい感じというか、

でもそれって自分のセクシュアリティに関して、完

全に受け入れられていなかったみたいな部分が何か

あったんじゃないかなと思います。だからその気持

ちは私もよくわかります。今本当に素直に嬉しいな

っていうのを感じる。 

今までの社会の雰囲気はあんまり表に出すなって

いうそういう雰囲気がなんとなくあったので、それ

に慣れてしまってカミングアウトしないでおこうと

か、静かに暮らしていこうとか、そういうふうに思

っている当事者は今でも多いと思います。 

そういう雰囲気はちょっと変わりつつあると思い

ます。 

 

【橋本】テレサさん言ってくださったように、隠し

ていきたいっていう人はいるんですよね。それを言

ってしまうことで家族関係がもうぐちゃぐちゃにな

っちゃったりだとか、それこそ養育放棄されてしま

ったりとか、そういう話は結構聞くので、隠してい

きたい人はそら表沙汰にしてくれるなって思ってい

る人もいると思います。 

何かを言っても良い社会にしたいだけで、誰もが

オープンにしないといけないと言っている訳では決

してないです。 

 

【質問】レインボーフラッグが６色なのはなぜ？ 

 

【麻智・テレサ】最初は７色だったと思います。一

つひとつの色がセクシュアリティのタイプを表して

いたんですけど、もっと分かりやすい６色にしまし

ょうってことで定着したのだと思います。ちなみに、

今はレインボー以外の色んなセクシュアリティやジ

ェンダーアイデンティティを表すフラッグがありま

す。例えばトランスジェンダーの水色とピンクとか、

ほかにもバイセクシュアルのフラグとか、たくさん

がありますよね。 

 

【質問】テレサさんが妊娠されているとのことです

けど、どうやってされたのか、その行為は誰かから

の許可はいるのかを教えてください。 
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【麻智・テレサ】妊娠のことですね。身体の性別は

女性なので子どもを産めます。それで男性の友達か

ら精子提供をしてもらって、自然に近い私のタイミ

ングで精子を身体の中に入れて、それで妊娠したと

いうことになります。もちろん精子提供してくれた

友人には許可を得て、色々相談して子どもが生まれ

たら、その方がどこまで子育てに関わりたいのかっ

ていう所も確認した上でお互い合意をして今に至っ

たという感じです。 

 

【質問】ＮＰＯに興味を持っています。ＮＰＯだけ

でご飯食べていくことは難しいんじゃないかなとい

う気持ちがあります。そして当事者の方々の方が採

用されやすいのかなと考えたりしています。 

 

【麻智・テレサ】 

ＮＰＯで食べていくって大変ですよね。日本の全

体的な問題ではあるんだけど、寄付文化がそもそも

ないですもんね。ＮＰＯだけで、フル活動して何と

かやっておられるところもありますけど、厳しいと

ころ多いと思います。 

インターンを受け入れているＮＰＯもありますし、

ボランティアから関わってみるのもいいかもしれま

せん。例えばＬＧＢＴＱ映画祭とか、レインボーパ

レードなんかのイベントがあるので、一年間ずっと

働くというより、まずそのイベントに関わってボラ

ンティアとしながら考えてみることはできると思い

ます。 

 

【質問】卒業論文を同性婚について研究して書く予

定で、きっかけもこの裁判を知ったことでした。資

料を読んでいく中で主に原告の主張は「二十四条の

婚姻の自由の侵害」と「十四条の平等原則違反」で

あると見ていたのですが、麻智さんテレサさんは立

法不作為についても触れられています。その他にも

憲法や法律でどうしてと思ったことやなぜ認められ

ていないのかと思うものはありますか。 

 

【麻智・テレサ】平等原則のところと婚姻の自由な

ところですね。何にも法律がない状態について立法

不作為っていうことを今の裁判で求めてはいるので、

そこまで実際次の判決では踏み込んでほしいなとは

思っていますけど。札幌では残念ながらそこまでは

行かなかった。 

 そのほかの法律で、どうして？と思ったことは、

選択的夫婦別姓ですね。誰も困らないと思うんです。

アメリカで結婚した時の話なんですけど、証明書に

自分たちの情報を記入する際に、氏名欄に結婚後の

名前書いてくださいという項目があって、名前の付

け方にいろいろなオプションがあるんです。今のま

までも良い、パートナーのどっちかの名前に合わせ

てもいい、両方の名字をハイフンを使ってもよい。

自分の名字をミドルネームとして残しても良い。い

ろんな違う国の文化が混ざっていて元々のあの二つ

の苗字を持つのが当たり前の国の人も認めながらい

ろいろ自由をその選択の用紙を見て感じました。な

ので、日本でも、どちらか一つを選択しなければな

らない縛りを解いて、選択的に選べてもいいんじゃ

ないかなって思います。別に一緒にしたい人は一緒

にしてもいいし。 

 

【橋本】そういう意味では今ある法律で言えば、性

別適合手術を受けないと性別を変えられないのも変

な法律だと思っています。とはいえ、その時の活動

家の人たちが性別を何とか変えるために動いた結果

があの法律なので、一概にアカンといえないかもし

れませんが、健康上の理由で手術は出来ないとかっ

ていう人も絶対いると思うんですよ。そしたら絶対

性別変えられないのかっていう話にもなるので、健

康な身体にメスを入れたいっていう人もいると思う

けど、そこまでしたくないなっていう人もおられる

し、選択ができるといいですよね。 

手術を必要とするなら、もちろん経済的な問題も

あるし、仕事をしている人は休暇を取らないといけ

ないし、かなりハードルが高いんですよね。手術要

件はなくなってほしいなと思っています。 

 

【質問】同性婚が認められた場合最も嬉しいことは

何ですか。 

 

【麻智・テレサ】最も嬉しいことは、繋がりができ

るっていうところかな。なんか他の人との違いなん

かをあんまり意識しないようになるんじゃないかな

と思うんです。違いはあるんですけど、法律的に平

等に法律が扱われていることが、みんなの違いをい

ろいろ認め合っている感じがして、違いが違いでな

くなるっていうふうに思います。 

 

【質問】なぜアメリカではなく日本で暮らそうと思

ったのですか。 

 

【回答】 

日本が好きだからです。日本に来てもうすぐ１６

年になりますけど、アメリカに帰るたびになんとな

く落ち着かないっていうか、ホーム感が薄くなって

きている気がします。今の生活も結構好きなので、

日本の方がホームになってきた気がします。アメリ

カに引っ越すということは考えていないですね。 
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【橋本】たくさんのご質問ありがとうございました。

まとめに入っていこうかと思います。 

 

今日からできそうなことを何だろうと考えながら

聞いてほしいなっていうふうに最初にお伝えをしま

したが、でも、難しいことはしなくてもいいと思い

ます。このテーマにちょっとアンテナを張ってほし

いなって思うこと、そしてタブーにするではなく、

日常的にこのテーマのこと喋ってほしいなって私は

思います。それが、麻智さんが言ってくださった「身

近な存在になっていく」っていうことなのかなと思

いました。そして、いよいよ２０日に判決を控えて

おります。最後に麻智さん、テレサさん一言ずつお

願いします。 

 

【テレサ】あと３日で裁判の判決が出ます。一年ち

ょっと前の札幌の判決がものすごく嬉しい内容にな

っていたので、それを上回る判決を出してもらいた

い気持ちがあります。まだまだ政府が動いてくれな

いような雰囲気があるので、裁判の判決で背中を押

せるような結果を期待しています。 

 

【麻智】私たちが求めているのは、本当に特別な権

利とかではなくて、ただ単に皆さんと同じように平

等に扱われるということなんですね。裁判の証人尋

問でも言わせてもらったんですけど、今の子ども達

もそうですし、まだ生まれてきていないこれから生

まれてくる子どもたちの中にももちろん当事者は絶

対にいるんです。どんな時代になっても当事者は生

まれてくるので、その人たちが自分のセクシュアリ

ティに気付いたときに不安にならないよう、平等な

んだから何も心配しなくていいよっていう社会にな

ってほしいと思って、私たちはこの原告になりまし

た。どんな判決になっても戦いが続くと思うので、

今後とも応援をしていただけたら嬉しいです。あり

がとうございました。 

 

【橋本】マリフォー（結婚の自由をすべての人に - 

Marriage for All Japan）のＨＰに各地の証人尋問

載っています。あれ、ちょっと涙なしでは読めない

内容です。もし興味があれば見ていただけたらと思

います。皆さん、ありがとうございました！ 

********************************************** 

アンケートの質問に対する回答 

 

【質問】当事者以外の人たちがこのテーマに関して

なにかできることはありますか。 

 

【回答】 

・自分が意識することなく手にできている権利・自

由を、隣の人（友人、同僚、家族）は奪われていて、

それでも自分が本当に笑顔で生きていけるか、考え

てみること。 

 

・今回の裁判はマジョリティが何気なく手にしてい

る権利・自由を同性愛者にも与えてほしいという訴

訟です。弁護士さんは正義と熱意だけで（無償で）

この裁判を闘ってくれています。経費は皆さんの寄

付から捻出していますので、寄付という形で応援い

ただけるのも嬉しいです。 

 

Call4 の寄付先 

結婚の自由をすべての人に訴訟（同性婚訴訟）｜公

共訴訟の CALL4（コールフォー） 

 

・誰だって何かの面でマイノリティです。性的マイ

ノリティが差別・偏見なく暮らしていける社会は、

すべての人が生きやすい社会であるはず。この問題

は、日本が、個人の生き方を本当の意味で尊重する

社会に移行できるかが問われていますので、結婚の

平等に賛成いただけるのであれば、ぜひ見える形で

賛同を表明してほしいです（実際に裁判を傍聴して

みたり、SNS でシェアしたり、次の選挙では同性婚

に賛成する議員に投票してみたり等） 

 

また、龍谷大の職員にはまだパートナーを配偶者

同等に扱う制度がないとのことで、学生さんからす

るととても残念に受け止められると思いますし、大

学として魅力ある人材を確保していくためにも、ぜ

ひ制度の検討が進むことを願っています。 

 

今回はこのようなご縁をいただき、本当にありが

とうございました。
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